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問 題

























































































































mixi にリンクしている外部 Web サイトから，その Web



























































































get richer）」仮説（Kraut, Kiesler, Boneva, Cummings, Hel-
geson, & Crawford, 2002）と対比され，「貧しい者はより
富める（poor get richer）」仮説と呼ばれている。Ellison

















2011年 7月 23日と 7月 26日の 2回，弘前大学の学
生を対象とした質問紙調査を実施した。調査対象者は


















































































たいと思わせてくれる .86 −.02 .02 −.11 .01 .70
対面で人と付き合うことは，私に世界の他の場所に対
する興味を抱かせてくれる .90 −.08 −.08 −.07 .00 .71
対面で人と付き合うことは，私により大きな世界とつ
ながっていると感じさせてくれる .68 .05 .03 .05 .01 .54
インターネット上で人と付き合うことは，私に新しい
ことに挑戦したいと思わせてくれる .31 .54 .01 .05 −.06 .60
インターネット上で人と付き合うことは，私に世界の
他の場所に対する興味を抱かせてくれる −.11 .98 .05 −.05 .08 .83
インターネット上で人と付き合うことは，私により大
きな世界とつながっていると感じさせてくれる .09 .64 −.06 .13 −.04 .52
対面上の関係で，私の問題を手助けしてくれると信じ
られる人がいる −.03 .07 .76 −.01 .02 .58
重要な判断をするときにアドバイスを求めることがで
きる人が対面上の関係にいる −.03 .01 .91 .03 .00 .86
私と対面上の関係で付き合ってくれる人は，私の評判
を高めてくれるだろう .27 −.21 .13 .34 .11 .33
インターネット上には私の問題を手助けしてくれると
信じられる人がいる −.03 .00 .09 .80 −.06 .67
重要な判断をするときにアドバイスを求めることがで
きる人がインターネット上にいる −.12 .02 −.04 .89 .03 .75
私とインターネット上で付き合う人は，私の評判を高
めてくれるだろう −.03 −.03 −.07 .73 −.02 .47
必要な時に，高校時代の同級生に小さな手助けを頼む
ことができる .02 .00 .16 −.08 .66 .54
違う街に旅行する場合，高校時代の同級生の家に泊ま
ることができる .00 .05 −.10 −.03 .81 .57
高校時代の同級生から，仕事やインターンシップに関
する情報を得ることができる −.03 .05 −.06 .11 .64 .43
因子寄与 2.22 1.73 1.49 2.14 1.53
a）各因子の α 係数は，第一因子（α＝.82），第二因子（α＝.82），第三因子（α＝.81），第四因子（α＝.83），第五因子（α＝.73）.
因子間相関












































































































a）＋p＜.10, *p＜.05, **p<.01, ***p＜.001.
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各 SC 尺度を従属変数とした重回帰分析の結果を Ta-
ble 2に示す。いずれのモデルも F 検定の結果は有意で
あり，また多重共線性は生じていない。
オフライン橋渡し型 SC 得点に対しては，インターネ













オンライン橋渡し型 SC 得点とオンライン結束型 SC
得点に対して有意な影響力をもつことが確認された 2つ
の交互作用の様相を図示したのが，Figure 2と Figure 3
である。Figure 2より，mixi 利用度がオンライン橋渡し
型 SC 得点に与える正の影響は，社交性の低い個人でよ























Figure 2 社交性と mixi 利用度の交互作用（オンラ
イン橋渡し型 SC）






































































精神的な健康を高める（Hamano, Fujisawa, Ishida, Subra-
manian, Kawachi, & Shiwaku, 2010 ; Mohnen, Groe-
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